




５

システム制御概要

　導水・送水・配水ポンプ設備の自動運転と水量管理、配水池などの貯水量
を遠隔集中管理することで、制御の効率化と運転操作の合理化を目的に、計
算機による監視制御システムを導入し、危機管理能力と制御機能の向上を図っ
ています。

　送水センターの管理室には、各事業場のポンプ運転情報、受電設備の状態等をリアルタイムに蓄積・監視・操作
する監視制御装置や帳票装置が設置されています。各配水池の貯水量や取引流量、送水拠点の水質監視情報はテレ
メータ装置にて収集され管理されています。ポンプを自動運転する制御装置や通信機器は機能分散と 2 重化により
機器異常の備えを行っています。送水センターに集められた情報は、企業団内部のクライアントパソコンへ、また、
I/F装置を介し構成市へ伝送され、情報の共有と情報の広域化を図っています。

プラント情報の共有により、プラントの状態の把握。

帳票データを管理。運用支援機能の表示。

ポンプ運転支援、配水圧力スケジュール制御。

大画面表示、ITV、監視画面のウインド表示、マルチカーソル機能等。

甲東ポンプ場内薬品設備信号の取り込み、無線系テレメータ設備信号の
取り込み及び構成５市水道への各水質信号・流量信号の配信。

　導水及び送水ポンプの制御は、構成市の要求する水量を経済的に送水する
ため、大小ポンプの組合せと吐出弁の開度、回転数を組合せた最適運転条件
で制御されます。また、配水ポンプの運転は、天候や曜日による条件に合致し
た圧力を安定保持するよう制御されます。
　ポンプ運転制御機能の特徴としては、地震による圧力変動や管路事故時の
水量急変などに対応するポンプ制御、瞬時電圧低下による回転数制御型ポン
プの停止など、圧力変動や濁水を防止する機能等を有しています。
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情報の共有化

　汎用製品や表計算ソフトの積極採用によりイニシャル・ランニングコストを
抑え、日報や警報情報印字をペーパーレス化することで環境負荷をも減らしま
す。

　最近の異常気象に起因した雷による瞬時電圧低下で回転数制御形ポンプの
停止が頻発していることを受け、瞬時電圧低下に強い固定速形ポンプに切り替
える機能や地震発生時にポンプ制御を一時的にホールドすることで濁水や漏
水リスクを低減する機能を設けています。
　制御用コントローラを機能別に分離することで、機器の故障が他の制御系へ
影響しないよう危険分散を図っています。また、事故災害時に大型スクリーン
を用いた情報の共通認識がはかれるよう災害対策にも備えています。

　送水センターに集まる水量やポンプの運転状況などを、リアルタイムに企業
団内の各課所へ配信することで、水輸送状況が把握できるよう情報の共有化
を図っています。
　浄水場以降の水輸送過程における水質変化を監視する水質モニタや取引水
量情報は構成5市へリアルタイムに通信しており、供給品質や量に関する情報
発信の拠点にもなっています。 吐出弁開度と運転台数を制御する固定速形

ポンプと可変速形ポンプがあり、求められ
る水量圧力を安定供給しています。なお、
回転数制御方式にはＶＶＶＦ形と静止セル
ビウス形があります。

水輸送過程で消費される残留塩素を追加す
るため、次亜塩素酸ナトリウムを比例注入
による自動注入制御としています。

（３Mbps程度）

多様

配水池などの無人施設は､70ＭＨzの無線通
信及び有線通信の二重化にて､テレメータ､
テレコントロールしており､送水センターで
取引水量を管理しています。
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